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はじめに
　心の教育の重要性が叫ばれて久しい。その背景には、度重なる深刻ないじめ自殺問
題、不登校や非行問題、青少年による事件の多発、あるいは規範意識の希薄化や自尊
感情の乏しさ、生活習慣の確立の不十分さなど、子供たちを取り巻く憂慮すべき諸問
題がある。
　平成 16 年、文部科学省により設置された「情動の科学的解明と教育等への応用に
関する検討会」は、翌年 10 月に出した報告書の「まえがき」の中で次のように述べ
ている。
　最近、重大な少年事件が多発し、突発的な攻撃性（いわゆる「キレる」言動）、
反社会的行動など、さまざまな問題が報道され、大きな社会的関心を集めている。
これらの問題は、要素的には、認知、感情、行動の制御などの問題とすることが
できるが、それは、まとめるならば、「こころの問題」ということができるであ
ろう。こうした、子供たちの「こころの問題」は、もはや看過できないほどに大
きなものとなってきており、適切な対応策が講じられなければ、少子化時代の我
が国の将来をも危うくするものとさえいうことができるであろう。*1
　ここに提示された厳しい未来予測に胸を痛めない人はいないであろう。「こころの
問題」にどのように向き合い、解決の糸口を探っていくかは、あらゆる英知を結集し
て国民全体で取り組むべきことであり、子供たちの心の教育は、家庭・地域社会、行
政や関係諸機関など社会全体で行うべきものであるが、学校教育がその使命と責任
を大きく担っているのは論をまたない。「もはや看過できないほどに大きなもの」と
なっている「こころの問題」に向き合っていくには、これまで学校現場で取り組まれ
てきたことを単純に継続していくだけでは解決できないと考えてよいだろう。そして、
道徳教育をどう変えていくかということについての議論の末に出された結論の一つが、
道徳の授業を「道徳の時間」から「特別の教科　道徳」へと変更するに至った枠組み
の改善である。
　「道徳の時間」の授業が機能不足だったことの反省から教科化という道を選択した
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のであるが、改善の柱として「考え議論する道徳」を掲げ、授業改善によって児童・
生徒の道徳性の向上を図ろうとしている。もちろん、授業を変えていくことによって
子供たちに真剣に道徳について考えさせることは必要であるし、有効であると考えら
れる。しかし、道徳教育は学校の教育活動全体で行うという位置づけは学習指導要領
が改訂されてもこれまでと変わっておらず、授業改善に力を入れる一方で、これまで
の学校の教育活動全体での道徳教育がどうだったかを点検・評価し、改善していくこ
とが求められると考えるのが自然だろう。
　そこで、教育課程上の様々な教育活動を関連づけ、計画的に道徳教育を行っていく
ためには、担任の教師だけが奮闘しても限界があり、担任、担任外、管理職、その他
の職員また、学校外の学校に関わる人たちの力を結集することが求められる。多くの
人が関わることで、多様な観点からのアプローチがなされ、量的・質的に充実してい
くことは想定しやすいが、それにとどまらずさらに道徳教育がより大きなうねりにな
り子供たちに強く働きかけることにもつながっていくと考えられる。道徳教育に限ら
ず、学校に関わるすべての人が協働で学校運営に当たっていくことは当然ながら重要
なことだが、近年の複雑な社会状況、子供の多様化等の事情をふまえると、さらに強
い連携を取っていくことが求められている。このことは、平成 27 年 12 月の中教審答
申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」で「チームとしての学
校」（以降「チーム学校」とする）の重要性を示されたことで、今後の教育の目指す
ものの一つとなっていくだろう。
　本論では、まずは教員がチームとして機能し、さらに地域や保護者を巻き込んだ学
校運営のあり方を「チーム学校」と捉え、この「チーム学校」がどのように道徳教育
の改善に機能しうるかを一公立小学校の「チーム学校」での道徳教育の実践の様子か
ら考察し、今後の可能性を探ろうとするものである。
1「チーム学校」と学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育
　「チーム学校」については、公的には前述の平成 27 年 12 月、中教審答申「チーム
としての学校の在り方と今後の改善方策について」で方向性の一つの考え方として示
されたものである。この答申を見ることで、「チーム学校」の考え方を取り入れるに
至った経緯や理由、具体化のヒントなどについて考察していく。「チーム学校」が求
められる理由として、答申では次のように述べている。
　学校という場において子供が成長していく上で、教員に加えて、多様な価値観
や経験を持った大人と接したり、議論したりすることは、より厚みのある経験を
積むことができ、本当の意味での「生きる力」を定着させることにつながる。
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　そして、このように考える背景にある問題として、「社会や経済の変化に伴い、子
供や家庭、地域社会も変容し、生徒指導や特別支援教育等に関わる課題が複雑化・多
様化しており、学校や教員だけでは、十分に解決することができない課題も増えてい
る」とした上で、具体的な課題として、子供の貧困やいじめ、不登校などの生徒指導
的課題、特別支援教育を挙げている。そして、このような複雑で深刻な問題に対して
は、既に多忙化された環境で働く教員だけが頑張っても解決することができないので、
「心理や福祉等の専門家や関係機関、地域と連携し、チームとして課題解決に取り組
むことが必要」としているのである。
　中教審が想定している「チーム学校」にはこれらの専門領域のスタッフを含めてと
いうことになってはいるが、実際の教育現場ではまだまだ専門スタッフの配置は進
んでおらず、教員の頑張りに期待しなければならない状況であることには変わりな
い。しかしながら、これまで以上に教員集団の連携を強化することで、これまででき
なかったいろいろな課題にアプローチすることはできるだろう。教員集団が「チーム
学校」として機能できなければ、「いわんや教員以外の専門スタッフをや」である。
　そこで、本論における「チーム学校」の構成員は、管理職を含む教員と学校スタッ
フ、そして、学校運営に積極的に参画してくれることに対する期待を込めて保護者及
び地域の方というように、広く捉えることとした。そして、学校への協力者を広げて
いく中で、道徳教育への取り組みの輪を大きくしていくことにより、各自が「チーム
学校」の一員である自覚を高めていくことになるのではないかと考えた。
　他方、「チーム学校」を実現していく上で必要としている条件としてどのようなこ
とが求められているかということについて、先行研究に見てみる。小川正人（2016）
では、様々な専門スタッフを「チーム学校」に巻き込んでいくことについて次のよう
に述べている。*2
　教員間『同僚性』の壁を打ち破り、他専門スタッフとのチーム・アプローチを
構築できるかどうかは校長等の管理職のリーダーシップに依るところが大きく、
そうした校長等の管理職のリーダーシップを生み出していくためには、情報の集
約と共有、決定権者の分散と集中の要となっている校長・教頭・副校長を補佐す
る集団的執行部体制の構築が不可欠である。
　小川が「チーム学校」の成否に関わる条件として挙げているのは、管理職のリー
ダーシップとその直下にある管理職、中間管理職のサポートということになる。もち
ろん、これまでにも校長をサポートする体制の重要さは述べられてきているが、本研
究においては、「チーム学校」に特化する上でどのようなサポートが必要なのか、と
りわけ道徳教育を推進する上でということを考える上で必要な要件について具体的に
考えていくことが検証課題の一つとして挙げられる。
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　加藤崇英 (2016) では、管理職の立場からとは逆の教職員の視点から、若手、中堅、
ベテランという様々なキャリアをもった教員に対して、どのような場を設定するか、
どういう労働環境であれば一人一人が真価を発揮できるかということに言及してい
る。*3 ここでは、どのような場の設定、環境づくりをすることが「チーム学校」での
道徳教育に結びつくのかということが検証課題の二つ目となる。
2「チーム学校」での豊かな心を育む道徳教育の取り組み
　平成 27・28 年度の 2 年間、埼玉県行田市立泉小学校での子供の豊かな心をはぐく
む取り組みについて、その実践を基に述べていく。
（1）学校の概要と児童の実態
　まず、学校の概要について簡単にふれておく。行田市立泉小学校は、昭和 55 年に
JR 行田駅周辺の人口の急激な増加に伴い開校した比較的まだ若い学校で、学区内に
は古くからの住民と新しい住民とが混在している地域である。児童数は 486 名、教職
員は 35 名（平成 28 年度）の中規模校である。
　児童は明るくのびのびと大らかに育っている、人なつっこい児童が多いというよさ
もあるが、教職員からは「あいさつができない」「掃除への取り組みがダメ」「言葉遣
いが乱暴である」「思いやりに欠ける言動が多い」「約束やきまりを守る意識が低い」
などの評価もあった。全校児童へのアンケート調査の結果、「いやなことをいわれた
りされたりしたことがある」と答えた児童は全校児童の 3 割を超え、また、「いじめ
られたことがある」と答えた児童が 15％を超えるなど、多くの課題があるように見
えた。*4
　これらの課題を解決するためにどのような手立てを講じるかを教職員が何度も話し
合った結果、平成 27 年度から「心の教育」に全力で取り組もうという結論に至った。
学校のすべての教育活動を通じて児童の心を鍛え、錬磨し、豊かに育んでいく道徳教
育を充実させるという方向で意見が一致したということである。もちろん、確かな学
力を身に付けさせることも、健康な体・体力をはぐくむことも最重要であるが、全力
を挙げて取り組むべき学校の重点課題を一点に絞ることで教育効果が教育活動全体に
波及することにつながることを確信してのスタートだったということである。
　また、「子供たちにあいさつがしっかり身に付くように教育してほしい」「いじめや
仲間はずれなどが絶対にない学校にしてほしい」など、子供たちの心の教育の充実を
求める声が多くの保護者・地域の方々から寄せられていたことも背景にあり、その願
いを反映したものともなった。
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（2）目指す方向
　当時の行田市立泉小学校の学校教育目標は、次の 3 点である。
〇泉のように　　生き生きと考えを出す子（知）
〇菊のように　　美しく思いやりのある子（徳）
〇太陽のように　明るくたくましい子　　 （体）
　この学校教育目標のもと、「知・徳・体」の［生きる力］をバランスよくはぐくむ
ことを目指した。中でも特に「菊のように　美しく思いやりのある子（徳）」の育成
に重点的に取り組むこととした。この目標の具現化として、児童のどのような姿、成
長、変容を目指すか話し合いを重ね、具体的により分かりやすい姿として光を当てた
のが「泉っ子憲章」である。
　行田市立泉小学校には開校当初から、児童の合言葉的な存在として「泉っ子憲章」
がある。それは「わたしたち泉小学校に学ぶものは、ひとりひとりが楽しく過ごすた
めに、次のことを実践します」との前文に続き、「1．元気にあいさつします、2．友
だちを大切にします、3．美しい学校にします、4．きまりを守ります、5．力いっぱ
いがんばります」との 5 つの宣言からなるものである。従来は、これを各教室に掲示
していたものの、児童の日常の学校生活の中でけっして生きて働く憲章ではなかった。
この憲章に示す姿は学校の現状、児童の実態などから児童に求める姿としてまことに
時を得、的を射たものと考え、研究のスタートにあたりこれを目指す児童像として掲
げた。その際、「2．友だちを大切にします」の部分を「2．自分も友だちも大切にし
ます」と改めた。これは、児童に自信を持たせたい、自己肯定感、自尊感情を高めた
い、自他ともに大切にする心を育みたいという教師集団の願いによるものである。子
供がかけがえのない一人の人間として大切にされ、教師や仲間たちとの絆を深めなが
ら自己存在感と自己実現の喜びを味わうことのできる学校をつくろう、というのが教
職員に共通した思いであったということである。
　学校、教師の指導、取り組みが真に適切で実のあるものか否かは、児童の変容した
姿となって表われる。児童の豊かな心が育まれたとすれば、それは道徳的な判断力や
心情、実践意欲と態度など、価値意識や行動となって表われ、それでこそ指導が本物
であったと言えるだろう。その意味において「泉っ子憲章」は、教職員と児童、保護
者、地域で共有する格好の目標となったと言える。
（3）道徳教育全体計画と各教科領域における道徳教育との関連
　道徳教育は，道徳の時間を要として学校の教育活動全体で行うことから、全体計画
を作成して全教職員が協力して道徳教育を行うこと、また、道徳の時間と各教科・領
域の取り組みとの関連、各教科・領域における道徳教育を具体的にして、意図的計画
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的に進めることが重要である。
　まず校長が、校長としての方針、ビジョンを明確にして、目指す児童像である
「泉っ子憲章」と教育活動を関連付けた「道徳教育全体計画」を作成して、全教職員、
家庭に示した。それをもとに「道徳の時間の年間指導計画」を学年ごとに作成して、
道徳の時間のねらいと使用する教材、他の教育活動等との関わりを明記して関連性を
持たせて指導の在り方を工夫した。また、これら全体計画と年間指導計画をよりどこ
ろとして「学級における道徳指導計画」を学級ごとに作成した。学級担任が学級の児
童の実態を踏まえて、学校全体の教育目標や目指す児童像と連鎖させながら自らの学
級の目指す児童像を明確にして、学期ごとに重点目標を設定して取り組み、それをふ
り返って反省評価して改善を図るＰＤＣＡサイクルを大切にした。特に若手の学級担
任にとって、長・中・短期をイメージして見通しと計画性をもって指導に当たること
はとても重要である。
　このように、校長の経営方針を教員が理解し、具体化されることができなければ、
この後いくら教師集団が一丸となって教育活動に取り組んだとしても、決して大きな
効果を発揮するものではない。この方針の具体化の時点で、教育活動が「チーム学
校」としての取り組みとなっているかは決まっているのである。
（4）校内研修の充実と教職員（特に若手教員）の成長
　教師にとって研修は生命線である。研修を進めるに当たり、行田市立泉小学校の
「泉」をとって、「チーム泉」を合い言葉に掲げた。児童の豊かな心をはぐくむとの
熱い思いを管理職、教職員が共有してひとつになってこそ成果が表れると考えたから
だ。研修テーマは「菊のように　美しく思いやりある子の育成」とし、副題を「道徳
教育の充実と『泉っ子憲章の具現化を通して』」とした。
　ここに現今の大きな課題が存在する。それは、経験豊かな教師、いわゆるベテラン
教師の大量退職と経験不十分な若手教師の急激な増加である。行田市立泉小学校でも
毎年ベテランが定年または勧奨退職して、代わりに卒業したばかりの新採用教員が着
任するようになった。ちなみに教師の平均年齢（校長・教頭を除く 24 名の教諭の平
均）は平成 26 年には 40 歳を超えていたのが 27 年に 39.7 歳となり、28 年にあっては
36 歳と急激に若返った。平成 28 年度の教員の年齢構成では、教員経験 5 年未満が 13
名、うち 12 名が 20 代であった。
　「教育は人なり」といわれる。子供にとって最大の教育環境は教師自身であり、そ
の教師には確かで豊かな資質・能力・力量が絶対に必要である。しかし、それらがま
だ不十分な若手教師が増えたということは、それだけ学校全体としての教育力が低下
したということになる。もちろん若手の中にも資質・能力を兼ね備えた優秀な者もい
る。やる気いっぱいで子供への愛情と情熱に溢れた若手教師も少なくないが、ベテラ
ンから若手に知識・技術をどのように継承、伝承するか、若手教師の資質・力量を向
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上させていくかは、今日の学校におけるきわめて大きな課題である。
　そこで、研修主任にベテラン教師である教務主任をつけ、研修副主任には意欲の高
い若手から起用した道徳主任をつけた。研修組織はシンプルなものがいいと考え「学
校生活充実部会」と「授業研究部会」の 2 つに絞り、全教職員がいずれかに属するこ
ととした。それぞれの部会の部長にはベテラン教師がつき、副部長にミドルリーダー
とヤングリーダーの教師がついた。特にベテラン教師には大事なミッションとして、
若手を育てながらの研修であることを確認し合った。研修をリードする研修推進委員
会は校長、教頭、研修主任、副主任と学校生活充実部会と授業研究部会の部長で構成
した。このような校内の研修体制づくりも「チーム学校」として機能するためには重
要な要素となる。それぞれの教師が伸び伸びと動きやすい環境をつくることで、それ
ぞれの真価が発揮されるし、また、協働の雰囲気も生まれてくるからである。
　それでは以下に、学校生活充実部会、授業研究部会、家庭・地域との連携のそれぞ
れについていくつか取り組み例を挙げる。
　
ⅰ　学校生活充実部会の取り組み
① あいさつ運動
　人と人とが心を通わせる上で、あいさつほど重要なものはない。「泉っ子憲章」で
も一番目に「元気にあいさつします」と謳っている。子供の心を豊かにする第一のカ
ギはあいさつである。
　そのあいさつが十分身に付いていない、いや、多くの児童ができていない、との自
校の現状をどのように改善したらよいかを話し合った。そこで、学校生活充実部会と
生徒指導部会が連携して「元気にあいさつする」児童の育成を目指して取り組み案を
策定した。この案づくりには若手教師も積極的に関わり、彼らの意見、思いを尊重す
るようにした。ボトムアップ的に意見を出し合う中で出てきた考えを積極的に取り入
れていった。それが、朝のあいさつ運動や道徳の時間との関連を図る取り組みである。
　朝のあいさつ運動は、①まずは教師が率先して登校時に辻々に立って、元気に「お
はようございます」のあいさつをする、②児童からあいさつボランティアを募り、登
校時に昇降口の前に立って進んであいさつをする、③あいさつ標語、「あかるく、い
つも、さきに、つづけて」を全校で常に確認するとともに、児童に、あいさつにつ
いての自らの決意を標語のようにして作成させ、それを日めくりカレンダーにする、
④学級ごとにあいさつ自己評価表を作ってふり返らせる、⑤家庭との連携を図り、家
庭においてもあいさつがしっかりとできるようにあいさつ週間を設け、「あいさつが
んばりカード」を作成して配布し、保護者に評価してもらう、などの取り組みとなっ
た。
　これらの運動を道徳の時間と関連付けることで、より確かなものとなるようにした。
「私たちの道徳」の第二章「人とともに」の（1）気もちのよいふるまいを（低学年）、
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「人と関わって」の（1）だれに対しても真心をもって（中学年）、「人とつながって」
の（1）礼儀正しく真心をもって（高学年）を活用したり、年度当初に道徳教育四つの
視点の 2「主として他の人とのかかわりに関すること」の（1）「礼儀・あいさつ」の教
材を使って全学級で道徳の授業を行ったりすることで、あいさつについての道徳的心
情を養い自覚を高めて、道徳的実践力を育成することを目指した。
　これらの取り組みが功を奏すまでにはかなりの時間を要したが、徐々にではあるが
あいさつをする児童が増え、あいさつの声も徐々にではあるが大きくなっていった。
地域の方からも「最近、あいさつをする子が増えた」といわれるようになり、それを
全校朝会や学級で紹介して、さらに教師、児童の励みとするものとなった。
② 自分も友達も大切に
　子供たちに自信を持たせたい、自己肯定感、自尊感情を高めたい、また、仲間を思
いやる気持ち、友達を大切にする心を育てたい、こうした願いから「泉っ子憲章」の
2、「自分も友だちも大切にする」児童の育成を目指して具体策を探っていった。学校
生活充実部会でベテラン教師、中堅、若手教師それぞれが自分の思いをぶつけ合って
生まれたのが「わたしのキラキラ・あの子のキラキラ」の取り組みである。
　「みんな宝の子」の詩（資料 1）を創作して、教室や廊下、階段の掲示場所に貼り
出した。また、学校だよりにも掲載して保護者・地域にも紹介した。この詩をもとに
「わたしの☆キラキラ☆カード」「あの子の☆キラキラ☆カード」を作成して、「見つ
けたよ！わたしの宝！！」「見つけたよ！あの子の宝！！」という内容で毎月一回児童に
記入させ、それを掲示した。（資料 2）
　みんな宝の子
いずみ　きらりん
わたしは宝の子
あなたも宝の子
わたしにも
あなたにも
あの子にも
キラキラ光る宝がある
その宝を　どんどん見つけよう！
その宝を　どんどん輝かせよう！
そしてその宝を
友だちのために使える人になろう！
わたしは宝の子
みんなみんな宝の子
〈みんな宝の子〉
わたしの☆キラキラ☆カード
年 　組　名前　　　　　
見つけたよ！ わたしの宝 !!
　わたしの、どんな宝を見つけましたか？
あの子の☆キラキラ☆カード
　年 　組　名前　　　　　
見つけたよ！ あの子の宝 !!
　あの子のどんな宝を見つけましたか？
（資料 1） （資料 2）
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　この取り組みは児童の意識を大きく変えた。自分のよさ見つめたり友達のよさに目
を向けたりすることで、改めて自分のよさに気づいてそれが自信となったり、友達の
大切さに気づいて思いやりの気持ちをはぐくむことにつながったりした。
ⅱ　授業研究部会の取り組み　～道徳の時間の授業改善を目指して～
　道徳教育の要である道徳の時間は、道徳教育における中核的な役割を担っている。
この時間の学習で道徳的価値の自覚を深めて、それを基盤としながら児童が自己の生
き方にまで結び付けて考えられれば、道徳の時間で学んだことが児童の道徳的実践力
となって表れ学校生活全体に波及していくことは間違いない。また、それぞれの教育
活動の中で行う道徳性をはぐくむ指導が、道徳の時間において補充、深化、統合され
ることによってより一層の効果が期待できると考えた。
　授業研究部会から提案された授業改善は、以下①「私たちの道徳」の活用、②「授
業改善の視点」、③「研究授業の実践」の 3 つである。
① 「私たちの道徳」の活用
　平成 26 年に、それまでの「心のノート」を全面改訂して作成された「私たちの道
徳」は、内容もさらに充実して使いやすく効果的なものとなった。これを年間指導計
画に位置付けて計画的に活用した。
② 授業改善の視点　～考え、議論する道徳の時間の創出～
　道徳の時間を真に児童のものとするためには、まずは教師が道徳の時間に対する意
識をしっかりと持って、授業改善への不断の努力が必要である。併せて、さまざまな
実践例や先進的な研究に学びながら、学校全体として理論的にもしっかりとした裏付
けを持って授業改善への研究を進めることが重要である。授業研究部の部員が、書物
や各種道徳研究会に積極的に出かけていって収集した情報から練り上げて提案した授
業改善の視点は以下の 4 つである。
1）課題を明確にした授業展開
2）発問の工夫
3）話し合いを深める工夫
4）自己の生き方（自分なりの解）をもつための工夫
・自作のワークシートの活用
・キラキラの木（※これは、道徳の時間に学んだことや感じたことなどを
カードに記入して、それを学級内の掲示物「キラキラの木」に貼っていっ
たもの）
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③ 研究授業の実践
　教師の資質、技術、力量は実践の中で磨き、実践を通して身に付けていくものであ
る。特に若手教師は「為すことによって学ぶ」ことが大きい。上述②で示した視点を
取り入れて、全教師が積極的に授業改善への挑戦を開始した。全員が年度内に最低一
回は学習指導案を作成して研究授業を実施することが授業研究部から提案されて、研
究を進めることになった。その際、指導者を招聘した全校が一つになっての授業研究
会は学期に一度行うこととし、日常的な中での研修は低中高学年の 3 ブロックに分け
て、教職員がよりフットワークを軽くして研修できるように体制を整えた。これによ
り、若手はベテラン教師の技に学び、ベテランは若手教師のよいところや課題などを
把握して的確なアドバイスを心がけるなど、実践的な研修となった。校長・教頭・研
修主任（教務主任）は手分けをしてすべての研究授業を参観して、授業後の早いうち
に学年やブロックで振り返りの機会を持つようにした。
　研究授業を行う上で大事なのが事前の段階である。学級の児童の実態、教師の思い
や願いなどを大切にしながら視点を決めて教材を選び、授業を組み立てていく。出来
上がった指導案は、学年や低中高のブロックで検討し、皆で考え練り上げて指導案を
完成させる。こうすることによって他の学級の単なる研究授業ではなく、自分自身も
深く関わった授業となる。また、長期休業中に若手教師研修会を開催したり、校長と
若手教師が一対一で道徳の時間について語り合い、協働で教材研究する機会を持ち、
相談に乗ったり励ましたりしながら指導案を検討するなど、悩みや苦労を共に分かち
合った。こうして一体感を持って、まさに「チーム泉」で取り組んだ。
ⅲ　家庭・地域との連携による取り組み
　「子供は学校で学び、家庭でしつけられ、地域で磨かれる」と言われることがある。
児童の道徳性は家庭や地域社会を含めたすべての環境の中で育まれるものであり、学
校と家庭・地域が共通理解を深め、子供たちのために同じ方向を向いて協力し合い、
それぞれの役割を果たすことによって子供たちの豊かな心は一層磨かれる。
　研修推進委員会で、家庭・地域との連携をどのように図っていくか話し合いを重ね、
数多くの取り組み案を生み出した。学校からの啓発活動、家庭に協力を求めること、
地域の施設や教育力を活用した体験的な活動、地域人材の発掘と活用、学校をさらに
家庭・地域社会に開くこと、学校・教職員が地域にさらに積極的に関わっていくこと
など、その内容は多岐にわたった。これらを粘り強く地道に一つ一つ積み重ねていく
ことが、家庭・地域からの信頼構築につながる。それは児童の豊かな心を一層はぐく
むことになる。ここでは特に、「家庭・地域への啓発」と「家庭教育との連携」の二
つについて述べたい。
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① 家庭・地域への啓発
　今、子供たちは学校でどのようなことを頑張っているのか、どのような良さがあり
反対に課題があるのか、また、その良さをさらに伸ばし課題を解決するために、学校
では何に力を入れているのかなどを家庭・地域に知ってもらうことは非常に重要であ
る。方向性を共有できれば、教育効果は倍増するといえる。そのツールとして、学校
だより「泉小だより」と道徳通信「キラキラ通信」を活用した。毎月の学校だよりの
紙面を充実するとともに、道徳教育推進教師が中心となって道徳教育特集「キラキラ
通信」を隔月で発行することにした。学校だよりでは毎号心の教育コーナーを設けて、
児童の様子や声などを紹介した。ここでは「キラキラカード」の中から学校だよりに
掲載した、1 年生から 6 年生までの声を一人ずつ紹介する。
「見つけたよ！わたしの宝！！」
・わたしはいつも学校やおうちであいさつをがんばっています。朝やひるやよ
るにかならずあいさつをしています。もっとあいさつがじょうずになりたい
です。（2 年生）
・友だちを大切にする心です。なぜかというと、友だちを大切にすると友だち
となかよくできるし、自分がこまっているとき友だちがたすけてくれたりす
るからです。友だちを思う心がわたしの宝です。（3 年生）
・自分がひき受けたことには責任をもって取り組んで、最後までしっかりと責
任をはたすところです。（6 年生）
「見つけたよ！あの子の宝！！」
・いつもぴんとしてしせいがいいです。いつもせんせいのはなしをよくきいて
います。いつもかがやいています。（1 年生、高橋さんから森田さんへ）
・友だちをえがおにすることができます。それに、こまっている人を進んで助
けたり、一人ぼっちの友だちを遊びにさそったりしています。わたしもいい
ところをまねしようと思います。（4 年生、田島さんから大野さんへ）
・わからないことがあったらやさしく教えてくれます。いつも笑顔で接してく
れるので、元気になります。（6 年生、新井さんから渡辺さんへ）
　（※児童の名前はすべて仮名）
　また、埼玉県教育委員会が、児童生徒の豊かな心をはぐくむために作成した道徳教
育教材資料集「彩の国の道徳」の中から毎月一つずつ＜今月の「彩の国の道徳」＞と
して資料を取り上げて、親子で一緒に読んで語り合ってもらう取り組みも企画した。
平成 28 年 9 月号の記事を示す。
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《今月の「彩の国の道徳」》
　今月は「盲目の学者―「群書類従」にいどんだ塙保己
一」をぜひお読みください。高学年向けの内容になって
いますが、この機会に、埼玉が生んだ偉人「塙保己一」
について親子で語り合っていただければ幸いです。
　幼くして盲目となった保己一は（7 歳の春に失明した
と言われています）、さまざまな苦労、苦難を乗り越えて、
日本を代表する大学者へと成長します。点字も盲学校も
無い時代、想像を絶するような苦難と努力の連続だったことでしょう。あのヘ
レンケラー女史が、幼い頃から保己一を目標とし、尊敬していた話は有名です。
この 2 学期、どのような困難があってもくじけずに、夢と希望を持って力強く
頑張っていきたいと思います。
学校だよりは家庭に配布するだけではなく、学区内の公共施設に掲示してもらったり
毎月の自治会の回覧板に乗せて地域ごとに回覧してもらったりした。学校応援団や地
域の方から、「泉小だより読んだよ。子供たちも先生たちも頑張っているね。」などの
声をよくいただくようになった。
② 家庭教育との連携
　学校で行う道徳教育が、家庭・地域において児童の日常生活に生かされるようにな
ればこれに過ぎたことはない。家庭における道徳教育を考えたとき、その基本はしつ
け、すなわち基本的な生活習慣を身に付けさせることといえよう。また、家庭内の無
言化や家族の人間関係の希薄化などが指摘されている今日、家族が一緒に過ごす時間
を工夫して、あたたかな家族間コミュニケーションが図れたら、児童の豊かな心も大
いにはぐくまれていくことは間違いない。そこで、研修推進委員会では、生徒指導主
任や養護教諭とも話し合いながら保護者に直接的に働きかけていくことにした。
ア　あいさつがんばりカード
　前述の学校生活充実部会の①「あいさつ運動」でもふれたように、あいさつについ
て家庭との連携を図り、あいさつ週間を設けて「あいさつがんばりカード」を作成
して配布し、保護者に評価してもらった。朝の「おはようございます」「行ってきま
す」から「ただいま」「おやすみなさい」などの基本的なあいさつができたら〇、も
う少しなら△、できなかったときは×の 3 段階で一週間毎日保護者に記入してもらっ
た。家庭でのあいさつの習慣化を図り意識を高めるのに有効であった。
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イ　ノーテレビ・ノーゲームデー
　子供たちの家庭生活の中で「テレビ」と「ゲーム」が占める割合は極めて大きい。
家族で一緒に過ごす時間を楽しく心豊かな団欒のひと時にしてほしいと、毎週水曜日
を「ノーテレビ・ノーゲームデー」として提案した。
　この提案は大きな反響を呼んだ。そしてたくさんの声、感想が寄せられた。その中
からいくつか紹介する。
＜児童の声＞
・姉弟とウノをしたり、クロスワードの答えを考えたりして、ふだんやらない
ことができてよかったです。
・テレビとかゲームをしなくてもいいと思いました。
・家族との会話が増えたので、テレビやゲームをするだけではなく、テレビを
見る時やゲームをする時のルールを作って、家族との会話を増やしていきた
いです。
＜保護者の声＞
・テレビをつけないと、家の中が静かに感じました。その分みんなずっとしゃ
べり、仲良くして、ケンカがなかったです。これからもノーテレビ・ノーゲー
ムデーを作り、家族の絆をもっと深めたいです。
・日頃無意識にテレビをつけていたなと改めて感じた一日でした。食事の時な
ど、会話がさらに多かったような気がしました。ノーテレビ・ノーゲームデー
もたまにはいいなと思いました。
ウ　お手伝い
　児童が家族の一員として家の仕事の分担など役割を担い、責任を持って行うことに
より、家族の役に立つ喜びや満足感を得ることができる。家族の中で、ありがとうの
言葉が行き交えば、家族の絆がますます深まることにつながる。
　夏休みや冬休みなどの長期休業を前にして、道徳通信「キラキラ通信」で「お手伝
い」を提案した。児童が毎日、どのようなことでもいい、何か一つでもいい、家族の
ためのお手伝いを決めて継続すること、とした。長期休業明けに、児童が取り組んだ
お手伝いの内容や保護者の感想を記入してもらったプリントを集めたところ、これも
また、大きな反響があったことが分かった。保護者の声を紹介する。
＜児童が取り組んだこと＞
・お米をとぐ、料理のお手伝い、食器を洗う、洗濯物をとり込んでたたむ、布
団を敷く、テーブルふき、新聞郵便取り、ゴミ出し、植物の世話、草むしり、
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お風呂を洗う、弟妹の世話、ご飯を食べさせたり泣いたらあやしたり、お風
呂から出た時オムツをはかせたり、など。
＜おうちの方から＞
・夏休み中、ほぼ毎日いろいろとお手伝いをしてくれて本当に助かりました。
仕事から疲れて帰ってきて、洗濯物がとり込んでたたんであった時は、すご
くうれしかったです。
・こちらが頼まなくても自分から進んでやってくれたり、いやいやではなく笑
いながら楽しそうに手伝ってくれたりするので、とてもうれしくありがたい
気持ちでいっぱいになりました。お手伝いは家族の絆を深める大切なことだ
と思います。
3　実践の考察とまとめ
　泉小学校が平成 27・28 年度の 2 年間に教職員の汗と努力と英知を結集して取り組
んだ「子供の豊かな心をはぐくむ学校づくり」は、家庭・地域も巻き込みながら学校
を活性化して多くの成果を挙げることができた。その成果を子供の成長の姿から確
認することは重要である。具体的、客観的に把握するために、いくつかの調査や評価
を行った。次に示す表は、平成 27・28 年、全校児童対象に行った「泉っ子憲章アン
ケート」の比較グラフである。
　ここに示すとおり、5 つの項目すべてにわたって大きな伸びが見られた。また、全
校児童対象の「学校生活アンケート調査」で「いやなことをいわれたりされたりした
ことがある」と答えた児童は平成 26 年には全校児童の 3 割を超えていたが、28 年で
は 21％に減少、同調査で「いじめられたことがある」と答えた児童も 15％から 9％
に減った。これらの数値から、児童の豊かな心をはぐくむ取り組みが着実に実を結ん
だと判断するものである。
　これらの数値以外で、今回の取り組みの成果と考えることとして 3 点が挙げられる。
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　第一に、児童の変容する姿が確実に見て取れるようになったことである。児童のあ
いさつの声は日増しに大きくなり、清掃にも真剣に取り組むようになり、思いやりの
ある言動や助け合う姿などが、学校内外のあちらこちらでよく見られるようになった。
日常生活の中で、些細なことでも児童の言動の中に思いやりの心を感じる場面が増え、
その様子が教職員の間でよく話題となり、それを各学級で担任教師が紹介したり、全
校朝会の校長講話や学校だよりで取り上げたりする中で、他の児童が善き行動を模倣
するようになり、それが連鎖して広まっていった。
　第二に、家庭・地域との連携、絆が深まっていったことである。すでに述べたよう
に、学校の取り組み、児童の様子を積極的に発信するとともに、家庭・地域にも子供
たちの豊かな心を育むことへの協力を呼びかけ、さまざまな企画を練って提案した。
保護者の間でもこれらが話題となり、学校応援団など地域の方も理解を示して歩調を
合わせてくれるようになった。こうして「チーム学校」ができていったのである。平
成 28 年度の学校評価で保護者に「学校は、子供の豊かな心や思いやりの気持ちを育
んでいると思うか」と質問したところ、95.6%が「はい」「だいたい、そう思う」との
回答を寄せた。
　第三に、教職員が一枚岩となって協働できたことである。たくさんあった学校の課
題の中から教職員の声を尊重して重点課題を「心の教育」の一点に絞り、皆で思いを
共有して「チーム泉」となってやってきたことによると考える。教職員の協働の雰囲
気の中でベテラン教師は自らの経験や知識、技術を生かして率先垂範で頑張るととも
に、その背中を見ながら若手教師も伸び伸びと、生き生きと活躍する姿があちこちで
見られ、意欲的に動き、語り合い、学び合っていった。その中で、若手教師の授業技
術や学級経営力が向上し、生徒指導力や学校行事を運営する力などを身に付けていっ
た。
　教職員への学校評価で「道徳教育を充実させ『泉っ子憲章』の具現化を図ることが
できたか」と聞いたところ、平成 27 年度には「よくできた」「だいだいできた」と答
えた教職員が 82.6%だったのに対し、28 年度は 95.8％に上った。学校評価の自由記述
欄で、「『チーム泉』で取り組むことができ本当によかった」「研修で校長先生をはじ
め多くの先輩の先生方の指導をいただいたことがとても勉強になった」などの声が多
数聞かれた。教職員がひとつの目標に向かって心と力を合わせたとき、それは一人一
人の力の足し算にとどまることなく、何倍もの教育効果と教師集団の達成感を生み出
すことがわかった。
　以上のように、泉小学校の「チーム学校」としての道徳教育での取り組みは、十分
に成果を上げ、また教職員のチームとしての意識をより高めることにつながったと言
える。個々の教員がそれぞれの学級で取り組んでいただけでは、このような成果を挙
げることはできなかっただろう。そう考えるならば、「チーム学校」での取り組みが
道徳教育の充実に効果を発揮すると言ってよいだろう。
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　そして、泉小学校が「チーム学校」として道徳教育に取り組む上で、ポイントと
なった取り組み方として、次の 5 点を挙げておく。
○ 校長が学校の教育活動全体を見渡した上で、適切に全体計画の構想を持ってい
ること。
○ 校長の構想を基に、全教職員の共通理解を図った上で、全体計画や各学年の年
間指導計画が作成されること。
○ 計画を実行するために、諸部会を機動力が発揮できるような規模のチームに分
けて構成すること。
○ 常に若手教員を育てようとする機会と雰囲気をもっていること。
○ 地域や保護者と共に教育活動を進める上で、成果が保護者等の目に見えるよう
な活動を提案し、協働により取り組むこと。
　はじめに挙げた先行研究への検証課題の第 1、管理職のリーダーシップについては、
1 番目と 2 番目の結果で実証されたと考えられる。また、第二の課題については、3
番目と 4 番目の成果が実証していると言えるだろう。
　泉小学校の場合は、管理職を含めた教職員と保護者・地域の方が一体となることが
できて大きな成果を生み出した。それはチームを構成する一人一人の頑張りによって
支えられてはいるが、頑張りを発揮できるような場づくりをはじめとした綿密な計画
あってのものである。組織の活性化と成功のためには、PDCA サイクルがしっかり
と回っていることが重要であるとされているが、まさに「チーム学校」においても同
様なのである。実際に動くこと＝ Do だけでは連続性が生まれないのであり、それぞ
れの過程をつなぐ役割となる管理職や主幹教諭、道徳教育推進教師などが機能してこ
そという部分もある。様々な要素がうまくかみ合ってこその「チーム学校」による道
徳教育であることを理解し、実践に向かうことが欠かせないのである。
4 おわりに
　「チーム学校」が機能するためには、教職員や専門スタッフ、地域の方や保護者の
一人一人が力を発揮してはじめて「チーム」となり、「チーム学校」として機能する
のである。そのためには、一人一人の力が発揮しやすいような環境づくりや役割分担
を校長がしておくことが必要となる。そういう意味での校長の責任は一層重大なもの
となるし、仕事量も多くなるだろう。
　心の教育の重要性が叫ばれて久しい。子供の豊かな心の育成は、学校、家庭、地域、
行政や関係諸機関など、社会全体であらゆる英知を結集してなんとしても実現してい
かなければならない大命題である。道徳教育の面から考えても、今後さらに「チーム
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学校」の重要性は増していくと思われる。その中で、どのように「チーム学校」をつ
くり、どう生かしていくのか、さらに研究を進め、教育現場に寄与するものにしてい
きたいと考える。
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Enhancing Moral Education by School as a Team
Kenichi KURIMOTO, Kenichi ISHIMARU
Moral education is facing a lot of agenda now in Japan. In addition to the recognition that 
the…practice…of…moral…education…in…the…classroom…so…far…has…not…been…sufficiently…done,…moral…
education… is…expected… to…be… the…place… to…solve…modern…problems…such…as…bullying,…suicide…
and…so…on.…And,…in…order…to…solve…these…problems,…moral…education…has…been…determined…as…an…
official…subject…of…primary…education…and…will…be…fully…implemented…in…the…year…2018. We are 
forced to make a reform under such a time limit. Facing this situation, each school is making 
an…effort…to…improve…the…lessons…on…a…daily…basis.…However,…since…it…is…difficult…to…make…a…major…
progress…only…by…this…means,…now…we…must…ask…ourselves…what…should…be…carried…out… in… the…
framework of the school education activities as a whole.
In this article we think that we can lay the foundation to support moral education and thus 
contribute…to…the…lesson…improvement…through…creating…various…approaches…to…this…problem…by…
‘School…as…a…team’.…We…verify…its…efficiency…based…on…the…actual…practice…at…a…public…elementary…
school.…Furthermore,…we…extract…conditions…to…improve…moral…education…by…‘School…as…a…team’…
from the result of the practice.
